
９
月
８
日
か
ら
10
日
に
総

務
・
産
業
常
任
委
員
会
の
合

同
で
実
施
し
た
管
外
視
察
に

つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

あ
・
ら
・
伊
達
な
道
の
駅

平
成
26
年
度「
重
点
道
の

駅
」35
箇
所
に
選
定
さ
れ
た

施
設
で
、
太
平
洋
と
日
本
海

を
結
ぶ
国
道
47
号
沿
い
に
あ

り
、
１
日
平
均
１
万
人
の
来

場
者
が
あ
る
。
売
上
は
年
間

16
億
円
。
中
で
も
姉
妹
都
市

の
北
海
道
当
別
町
が
本
社
の

「
ロ
イ
ズ
」は
４
億
円
で
ロ
イ

ズ
全
販
売
店
で
１
位
。
ロ
イ

ズ
の
ソ
フ
ト
ク
リ
ー
ム
を
目

的
に
仙
台
か
ら
ド
ラ
イ
ブ
で

訪
れ
る
方
も
多
い
。
地
元
の

素
材
を
使
っ
た
６
種
の
カ
レ

ー
バ
イ
キ
ン
グ
も
千
円
と
魅

力
的
。
総
菜
も
40
種
類
と
豊

富
で
ラ
ン
チ
タ
イ
ム
に
は
行

列
が
で
き
て
い
た
。
農
産
物

直
売
所
は
、
２
０
０
名
以
上

の
生
産
者
が
地
元
の
野
菜
や

米
、
味
噌
な
ど
の
加
工
品
を

出
荷
。
地
域
の
ス
ー
パ
ー
感

覚
で
の
利
用
も
あ
る
。
正
面

に
あ
る
ス
テ
ー
ジ
で
は
各
種

の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
行
わ

れ
る
。
ま
た
、
災
害
時
の
拠

点
と
し
て
の
機
能
も
整
備
さ

れ
つ
つ
あ
り
、
国
道
の
予
算

で
非
常
用
発
電
機
も
整
備
さ

れ
て
い
る
。

施
設
の
運
営
は
、
第
３

セ
ク
タ
ー
で
指
定
管
理
施

設
と
な
っ
て
い
る
。
指
定

管
理
料
は
ゼ
ロ
。
逆
に
市

へ
出
資
配
当
金
を
15
％
、
約

１
５
０
０
万
円
支
払
っ
て
い

る
。
今
後
は
指
定
管
理
料
を

貰
い
、
使
用
料
を
市
へ
支
払

う
意
向
。
３
セ
ク
と
し
て
市

へ
利
益
の
還
元
を
考
え
ら
れ

て
い
る
。
今
年
、
宙
ド
ー
ム

神
岡
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
工
事

が
始
ま
る
。
道
の
駅
を
目
的

地
と
し
た
観
光
客
の
増
加
も

見
込
ま
れ
る
。
地
域
が
一
丸

と
な
っ
て
取
り
組
む
こ
と
が

重
要
と
感
じ
た
。

全
国
和
牛
能
力
共
進
会

飛
騨
市
か
ら
４
区
系
統
雌

牛
群
に
２
頭
が
出
品
さ
れ

た
。会

場
に
整
列
し
た
飛
騨
牛

は
他
県
に
比
べ
て
や
や
小
さ

め
で
は
あ
る
が
、
色
つ
や
も

よ
く
丁
寧
に
育
て
ら
れ
て
い

る
の
が
よ
く
分
か
っ
た
。
ハ

ン
ド
ラ
ー
と
牛
の
信
頼
関
係

も
築
か
れ
て
い
た
。
飛
騨
市

は
九
州
地
域
に
比
べ
繁
殖
牛

が
数
十
分
の
１
と
少
な
い
。

そ
の
理
由
と
し
て
、
畜
産
業

の
後
継
者
不
足
が
あ
る
。「
飛

騨
牛
」ブ
ラ
ン
ド
を
守
る
た

め
、
市
は
畜
産
振
興
対
策
を

考
え
、
次
回
全
共
で
は
上
位

入
賞
を
目
指
し
て
ほ
し
い
。
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９
月
８
日
か
ら
10
日
に
か

け
管
外
視
察
を
挙
行
。
訪
問

先
は
、
東
北
大
学
ニ
ュ
ー
ト

リ
ノ
科
学
研
究
セ
ン
タ
ー
、

全
国
和
牛
能
力
共
進
会
、

あ
・
ら
・
伊
達
な
道
の
駅
、

震
災
遺
構
の
旧
荒
浜
小
学
校

と
そ
の
付
近
で
あ
る
。

ニ
ュ
ー
ト
リ
ノ

�

科
学
研
究
セ
ン
タ
ー

東
北
大
学
は
神
岡
町
内
で

宇
宙
物
理
学
と
地
球
物
理
学

の
研
究
を
し
て
い
る
。
ノ
ー

ベ
ル
賞
受
賞
で
、
東
京
大
学

の
研
究
が
注
目
さ
れ
て
い
る

が
、
東
北
大
学
も
研
究
者
を

配
置
し
、
日
々
研
究
に
取
り

組
ん
で
い
る
。
飛
騨
市
が
地

元
と
し
て
ど
の
よ
う
に
応

援
・
支
援
が
で
き
る
か
と
い

う
こ
と
に
力
を
置
き
た
い
。

ま
た
、
子
ど
も
た
ち
に
夢
を

持
ち
、
追
い
続
け
る
素
晴
ら

し
さ
も
知
っ
て
も
ら
い
た

い
。「

飛
騨
市
か
ら
も
東
北
大

学
へ
」と
井
上
邦
雄
教
授
が

語
っ
た
。
ぜ
ひ
、
市
民
に
も

東
北
大
学
へ
興
味
や
関
心
を

持
っ
て
も
ら
え
る
取
り
組
み

も
し
た
い
。

あ
・
ら
・
伊
達
な
道
の
駅

あ
・
ら
・
伊
達
な
道
の
駅

は
、
年
間
３
６
５
万
人
の
来

場
者
が
あ
り
、
飛
騨
市
の
道

の
駅
と
同
列
に
論
ず
る
こ
と

は
で
き
な
い
が
、
本
来
の
道

の
駅
の
機
能「
休
憩
」「
情
報

発
信
」「
地
域
の
連
携
」を
ど

の
よ
う
に
コ
ラ
ボ
さ
せ
発
揮

し
て
い
く
の
か
は
共
通
の
課

題
で
あ
る
。
施
設
の
社
長
は

行
政
に
精
通
し
て
お
り
市
単

独
で
は
困
難
な
問
題
も
人

脈
や
そ
こ
か
ら
派
生
す
る

情
報
を
マ
ッ
チ
ン
グ
さ
せ
、

施
設
の
改
良
・
改
革
を
実
現

さ
せ
た
こ
と
は
、
飛
騨
市
に

も
応
用
可
能
と
感
じ
た
。
現

状
分
析
し
、
し
っ
か
り
と
し

た
目
標
を
定
め
、
支
障
を
列

挙
し
、
支
障
や
困
難
さ
を
分

割
し
、
解
決
で
き
る
も
の
を

一
つ
で
も
増
や
し
、
目
標
達

成
を
図
る
こ
と
が
大
切
で
あ

る
。
雇
用
の
創
出
や
地
域
の

防
災
拠
点
と
し
て
の
機
能
を

目
指
し
、
次
の
ス
テ
ー
ジ
に

向
け
進
化
を
遂
げ
よ
う
と
す

る
姿
は
、
と
て
も
参
考
に
な

っ
た
。

震
災
遺
構
旧
荒
浜
小
学
校

旧
荒
浜
小
学
校
と
そ
の
周

辺
を
見
て
、
自
然
に
対
し
て

い
か
に
人
間
は
無
力
で
非
力

な
の
か
感
じ
た
。「
自
分
の
命

は
自
分
で
守
る
」を
合
言
葉

に
、
更
な
る
防
災
対
策
の
必

要
性
と
広
報
が
重
要
で
あ
る

こ
と
を
学
ん
だ
。

視
察
で
得
た
知
見
を
市
政

に
活
か
し
て
い
き
た
い
。
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あ・ら・伊達な道の駅

和牛共進会審査の様子

センターで井上教授と

にぎわう農産物直売所

津波の襲った教室内

産
業
常
任
委
員
会

総
務
常
任
委
員
会

総
務
・
産
業
常
任
委
員
会
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合
同
管
外
視
察
報
告


